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［目的］ホ ル モ ン 補充療法 （HRT ）は
， 最近 の更年

期外来 で の 治療法 の うち最 も中心 的 な役割 を担 っ

て い る．そ の 理由 として 治療効果 の ス ペ ク トル が

極め て 広 い こ とが あげられ，精神 ・神経症状 の 改

善に も有効 で あ る とい われ て い る．しか し，精神

疾患で ある更年期 の うつ 病に っ い て の HRT の 効果

に つ い て の 報告は殆どみ られな い ．今回我々 は，更

年期外来初診時に精神科医 の 面接を受け DSM 一皿一

R の 基準に よ り，うつ 病 と診断され た患者 に HRT

を行い そ の有用性に つ い て検討 した の で 報告する．

［方法］当院更年期外来で うつ 病と診断 された 6名

（平均年齢 51．3歳）に対 しCEE 　O．62mg ／d と MPI

2．5mg ／d連続投与に よ る HRT をお こ な っ た （6例

中 2例は HRT を行 う以前よ りすで に向精神薬 を処

方 さ れ て い る）．ホ ル モ ン 投与前，投与後 12 週 に

っ い て の 変化を， 安部改変 Kupperman 更年期指

数 （K 指数）， SDS （Self−rating 　Depression　Scale）
の 各調査用紙を外来受診時 に配布 し得 られ た 結果

に つ い て 比較検討 した，

［成績］HRT 前の K 指数は 41．8 で平均 17．3 で あり，

12週後の K 指数 の 平均は 8。8 で あり全例低下 した

（p く 0．05）．SDS で は，　 HRT 前が平均 46．3で あ り

12週後は 37 で あ り こ れ も有 意 に 低下 した （p ＜ 0．

05）．K 指数 の 17症状 に っ い て は ， 手足 の しびれ

が有意に改善 した．また，の ぼ せ，発汗 ， 冷え，夜

間覚醒 ， 動悸は 6 例中 4 例が改善 した ．

［結論］更年期 うつ 病患者に対す る HRT の効果は，

K 指数や SDS 値を低下 させ ，主に の ぼ せ等 の 血管

運動 神経症状 の 改善が認め られ患者 の 苦痛軽減に

有効で あ ると考 え られた．

［目的】我々 は ヒ ト海綿骨にestrogen 　reccptor （ER ）の

存在を証 明 し，報告 し て きた。今回 マ ウ ス胎仔由来

の MC3T3E1 骨芽細胞を低estorogen （E）環境下 で培

養 し
，核内ER の 動態 を検討 し た。さ ら にE負荷 を行

い ，ER の 変動を併せ て検討 し た 。 ［方法］MC3T3El

骨芽細胞 をFetal　Calf　Serum（FCS）で培養（A群），また

charcoal で処理 した FCS に て培養（B 群）の 2群 に つ

い て核内ER を測定 した 。 培養開始後5日目及び8日

目に B群 に対 し てEs虹one （El）5pg／ml ，Estradiol（E2）

lpg加 1をそ れ ぞ れ加え添 加48時間後の 核内ER の

動態 に つ い て 検討 した 。 ［成績］A 群の 核内ER は

9．37±0．17fniol／pgDNA で
，培養期問 に よ る 差 は認め

られ なか っ た 。 低 E環境下 に て 培 養を行 っ たB 群で

は，核 内ER は 5日 目 に6．15±O．22fmollLtgDNA，8日目 に

5．25±O．19fmollpgDNA と，A 群 に比較 して有意 に低

下 した。次 い で 培養5日目の B群にEl，E2を加え48

時間後に核内ER を測定 し，El投与例で は7．46±O．41

frnoVμgDNA ，E2投与例 で は 8．61±O．27fmolLtgDNA と

El，E2投与例 ともに経時的 に有意 に核 内ER は増加

した Q さらに 培養8 日目の B群 にEl，E2 を投与 し，48

時間後に核内ER を測定し，El投与例 で 6．02±0，09

fmoVpgDNA 、　E2投与例 で は6．24±O．05ftno14LgDNA

とEl．E2投与例 と も に経時的に有意 に増掬 し た 。 【

結論】MC3T3El 骨芽細胞を低E環境下 で培養（B群）

を行 うと
，
5 日目 ，

S 日目 に
，核内ER は段階的に有意 な

減少を認めた。核 内ER が減少す る 5日目，8日目に

E1．E2を投与する と核内ER は，投与48時間後 に は投

与前に比 べ て ，有意 に 増加 した。以上 よ り，低 E環境

下 に よ っ て 引き起 こ され た核内ER の 減少は，Eの投

与 によ り回復す る こ と を示 した 。 こ の こ と は 閉経

期骨粗鬆 症 に お け るE投与 の 作用 機序 の
一端を明

ら か に し，その 有用性 を示す もの と考え る 。
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